
私たちの手で支えあいの地域をつくる

▽ 高齢者支援係（☎２２３局３５３６）　

手を取り合って福祉のまちづくり
　ボランティア連絡協議会　― 芦屋町手をつなぐリボンの会 ―

●芦屋町手をつなぐリボンの会
　ボランティア活動を展開している団体などの情報交換
や交流による横の連携、ボランティアの自主的活動の啓
発などを行うことを目的にしたボランティア連絡協議会
があります。芦屋町では、平成 12 年６月に結成され、
今年で 20 年目を迎えた芦屋町手をつなぐリボンの会が
これにあたります。
　会の結成にあたり、「今はそれぞれの団体が個別に活動しているけど、皆で手をつないで活動すれ
ばもっといい芦屋町になるね」「リボンはそれぞれの団体をつなぐ架け橋だね」という思いから、「芦
屋町手をつなぐリボンの会」という名称になりました。この思いは、令和元年６月現在、６団体 220
人の会員にも受け継がれています。
　ボランティア活動はそれぞれの会で行い、毎月一回の役員会で、定期的な情報交換や協力依頼があ
った団体などへの協力の調整を行っています。これまで、高齢者施設での利用者との交流や障害者施
設の行事支援、町の行事の支援など地域づくりのために長年にわたり貢献されています。

　このボランティア活動はどなたでも参加できます。
　あなたも地域のため、自分の生きがいのためにもボランティア活動を始めてみませんか。

▽芦屋町手をつなぐリボンの会やボランティア活動に関する相談・問い合わせ
　芦屋町社会福祉協議会　（☎２２２局２８６６）

芦屋町手をつなぐリボンの会構成団体とその活動

八朔の会

　高齢者の自宅に弁当を届ける配食サービス
（町受託事業）の調理・配食、高齢者世帯の
声かけ、見守りを行っています。宅配弁当は、
小学生からの手紙を添えて、届けています。

芦屋町食生活改善推進会

　食生活を中心とした健康づくり活動を行っ
ています。町の事業と協力して、栄養士によ
る指導のもと、昼食会や講座を行っています。

あしの会

　施設への訪問ボランティア活動をしていま
す。施設では、夏祭りなどの行事支援や、入
所者との会話が喜ばれています。

虹の会

　毎月第２・４日曜日の午前11時に中央公民館
のお話の部屋で、子どもを対象に絵本の読み聞
かせと、折り紙を一緒に折る活動をしています。

めるへん

　保育所や学校を訪問し、紙芝居やペープサ
ートを披露しています。図書館祭りや地元の
イベントにも参加しています。

芦屋手話の会

　大人の部では、講演会の通訳やろう者とのコ
ミュニケーションを行っています。子どもの部
では、手話を楽しく学ぶ活動を行っています。
地域のイベントにも参加し発表を行っています。
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ク
ッ
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

●
ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ

　

芦
屋
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
や
郷
土
料

理
な
ど
を
中
心
と
し
た
調
理
実
習
を
行
う

教
室
で
す
。
年
齢
、
性
別
関
係
な
く
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス

に
配
慮
し
た
健
康
な
食
生
活
と
一
緒
に
、

芦
屋
の
食
文
化
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　

７
月
19
日
金
・
午
前
９
時
30

分
～
午
後
１
時
（
９
時
15
分
か
ら
受

け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
調
理
室

▽�

対
象　

町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽�

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

▽�

参
加
費　

４
０
０
円

●
お
や
こ
の
食
育
教
室

　

食
べ
物
は
子
ど
も
の
体
と
心
を
育
み

ま
す
。
親
子
で
楽
し
く
料
理
を
し
な
が

ら
食
育
し
ま
し
ょ
う
。
食
生
活
改
善
推

進
会
が
行
う
教
室
で
す
。

▽�

と
き　

７
月
20
日
土
・
午
前
９
時
30

分
～
午
後
０
時
30
分
（
受
付
は
９
時

15
分
か
ら
）

▽�

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
調
理
室

▽�

対
象　

年
長
児
か
ら
小
学
生
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者

▽�

定
員　

25
人

▽�

参
加
費　

１
人
３
０
０
円

【
共
通
項
目
】

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
ス
リ
ッ
パ
、

筆
記
用
具

▽�

申
し
込
み　

７
月
12
日
金
ま
で
に
健
康

づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３
３
）
へ

が
ん
就
労
無
料
相
談

　

が
ん
に
罹
患
し
て
い
る
人
が
治
療
を

し
な
が
ら
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
社
会
保
険
労
務
士
が
就
労
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

国
立
病
院
機
構
九
州
が

ん
セ
ン
タ
ー
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
〈
０
９
２
〉
５
１
１
局
２
７
７
０
）

私
も
で
き
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▽�

と
き　

７
月
24
日
水
・
午
前
10
時
～

午
後
３
時
30
分
（
正
午
～
午
後
１
時

は
休
み
）

▽�

と
こ
ろ　

役
場
玄
関
前

▽
内
容　

４
０
０
ml
献
血

▽�

対
象　

男
性
は
17
～
69
歳
、
女
性
は

18
～
69
歳
で
、
体
重
が
50
㎏
以
上
の

人
。
た
だ
し
、
65
歳
以
上
の
献
血
は
、

60
～
64
歳
に
献
血
を
し
た
こ
と
が
あ

る
人
の
み

※�

献
血
カ
ー
ド
で
献
血
可
能
日
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

血
液
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
受
け

付
け
時
に
、
本
人
確
認
が
で
き
る
証

明
書
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証

な
ど
）
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

献
血
し
た
人
に
は
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
３
）

介
護
に
関
す
る
入
門
研
修

▽�

と
き　

①
Ａ
日
程
（
５
日
間
受
講
）
９

月
１
日
日
、
８
日
日
、
15
日
日
、
22
日

日
、
29
日
日　

②
Ｂ
日
程
（
５
日
間
受

講
）
11
月
５
日
火
～
８
日
金
、12
日
火
・

①
②
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら

※
終
了
時
間
は
日
程
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

▽�

と
こ
ろ　

①
中
間
市
中
央
公
民
館（
中

間
市
蓮
花
寺
）
②
直
鞍
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｘ
福
岡
別
館
（
直
方

市
植
木
）

※�

北
九
州
地
区
（
小
倉
北
区
）
な
ど
の

会
場
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
次
の
Ｕ

Ｒ
Ｌ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。http://

w
w
w
.fuku-shakyo.jp/jinzai/

▽
内
容　

介
護
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識

▽
対
象　

介
護
未
経
験
者

▽
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

▽�

参
加
費　

無
料

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

福
岡
県

社
会
福
祉
協
議
会 

人
材
・
情
報
課
（
☎

〈
０
９
２
〉
５
８
４
局
３
３
１
０
）

問い合わせ（市外局番０９３）

☎ 223-3677図 書 館
☎ 222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎ 223-0731町民会館 ☎ 222-1981芦屋東公民館

☎ 223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎ 222-2555
芦屋釜の里 ☎ 223-5881

☎ 222-0181総合体育館

健
康
・
福
祉
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人
権
生
活
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

毎
月
２
回
の
定
例
相
談
の
ほ
か
に
、

随
時
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

◎�

７
月
11
日
木
＝
橋
本
求
相
談
員

◎�

７
月
25
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　

山
鹿
公
民
館

▽�

相
談
内
容　

人
権
に
関
す
る
こ
と
や
生

活
、
就
職
、
進
学
相
談
な
ど

※�

定
例
日
以
外
の
相
談
は
、
直
接
相
談

員
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
局
３
２
０
３
）

◎�

土
肥
相
談
員
（
高
浜
町
21
番
18
号
☎

２
２
２
局
０
０
４
４
）

境
界
問
題
無
料
相
談
会

　

近
隣
と
の
境
界
問
題
や
土
地
、
建
物

に
関
す
る
測
量
や
登
記
に
関
し
て
、
困

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

▽�

と
き　

７
月
10
日
水
、
９
月
11
日
水
、

10
月
９
日
水
、
12
月
11
日
水
・
午
後

１
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　

福
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士

会
北
九
州
支
部
事
務
局
（
小
倉
北
区

田
町
）

▽�

定
員　

１
日
６
枠
（
相
談
時
間
30
分
）

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
土
地
家
屋
調

査
士
会
事
務
局
（
☎
〈
０
９
２
〉
７

４
１
局
５
７
８
０
）

※�

平
日
午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
正
午

～
午
後
１
時
を
除
く
）

心
と
体
の
発
達
教
育
無
料
相
談

　

子
ど
も
の
こ
と
で

気
に
な
る
こ
と
や
悩

ん
で
い
る
こ
と
な
ど

を
相
談
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
子
ど
も
の
発

達
や
発
育
に
関
す
る

専
門
的
な
知
識
を
も
つ
相
談
員
が
個
別

に
対
応
し
ま
す
。

▽�

と
き　

７
月
21
日
日
、
27
日
土
・
午

後
１
時
～
５
時

※
相
談
時
間
は
１
時
間
程
度
で
す
。

▽�

と
こ
ろ　

福
岡
県
教
育
庁
北
九
州
教
育

事
務
所
（
直
方
市
植
木
）

▽�

対
象　

遠
賀
郡
在
住
で
、
小
学
校
入

学
前
の
子
ど
も
の
保
護
者

▽�

相
談
内
容　

①
子
ど
も
の
発
育
・
発

達
な
ど
に
関
す
る
こ
と
②
家
庭
や
幼

稚
園
・
保
育
園
で
の
生
活
で
困
っ
て

い
る
こ
と
③
小
学
校
に
入
学
す
る
に

あ
た
っ
て
心
配
な
こ
と
な
ど

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月
12
日

金
ま
で
に
、
北
九
州
教
育
事
務
所
教
育

相
談
室
（
石
田
☎
〈
０
９
４
９
〉
２

５
局
１
２
０
３
）
へ

教
育
相
談
会

　

日
常
生
活
の
中
で
「
こ
と
ば
」「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
生
活
習
慣
」「
学
習
」

な
ど
、
子
ど
も
の
発
達
や
成
長
で
気
に
な

る
こ
と
を
専
門
家
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　

７
月
30
日
火
・
午
後
１
時
～

３
時

▽�

と
こ
ろ　

役
場
４
階
会
議
室

▽�

対
象　

町
内
に
住
ん
で
い
る
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者
で
、
子
ど
も
（
特
に

小
学
校
就
学
前
）
の
発
達
や
成
長
の

こ
と
で
日
頃
か
ら
気
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
人

▽�

定
員　

８
組

▽�

申
し
込
み　

７
月
１
日
月
～
12
日
金
・

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
に
、
学
校

教
育
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
４
７
）
へ

妊
娠
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

無
料
電
話
相
談

　

思
い
が
け
な
い
妊
娠
や
、

産
み
た
く
て
も
費
用
や
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て

悩
ん
で
い
る
女
性
の
相
談

を
受
け
、
安
心
し
て
出
産

を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
る
円

ブ
リ
オ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

　

今
年
も
全
国
一
斉
匿
名
電
話
相
談「
妊

娠
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」
を
福
岡
県

で
も
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
の
声
を
受
け
止
め
、
相
談

に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▽�

と
き　

７
月
13
日
土
～
17
日
水
・
午

前
10
時
～
午
後
4
時

▽�

対
象　

福
岡
県
に
住
ん
で
い
る
人

▽�

相
談
電
話
番
号　

福
岡
県
い
の
ち
を
守

る
会
（
☎
０
１
２
０
‐
９
４
７
‐
７
９
２
）

直
方
特
別
支
援
学
校
授
業
公
開

▽�

と
き　

９
月
18
日
水
・
午
前
９
時
30

分
～
午
後
０
時
50
分
（
受
け
付
け
は

９
時
か
ら
）

▽�

と
こ
ろ　

福
岡
県
立
直
方
特
別
支
援

学
校
（
直
方
市
下
境
）

▽�

内
容　

聴
覚
障
が
い
教
育
部
門
、
知

的
障
が
い
教
育
部
門
、
肢
体
不
自
由

教
育
部
門
の
授
業
を
公
開

▽�

申
し
込
み　

本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
参
加
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

後
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
フ
ァ

ク
ス
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。http://

nogata-ss.fku.ed.jp/ 

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
立
直
方
特
別

支
援
学
校
（
☎
〈
０
９
４
９
〉
２
４

局
５
５
７
０
・
フ
ァ
ク
ス〈
０
９
４
９
〉

相
談

お
し
ら
せ
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２
４
局
５
５
０
８
）

平
成
31
年
度
国
民
健
康
保
険
税

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　

７
月
中
旬
に
国
民
健
康
保
険
税
納
税

通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。
各
月
の
納
期

限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽�

納
付
書
に
よ
る
納
付
の
場
合

　

�

１
期
…
７
月
31
日
水
、
２
期
…
９
月

２
日
月
、
３
期
…
９
月
30
日
月
、
４

期
…
10
月
31
日
木
、
５
期
…
12
月
２

日
月
、
６
期
…
12
月
25
日
水
、
７
期

…
令
和
２
年
１
月
31
日
金
、
８
期
…

３
月
２
日
月
、
９
期
…
３
月
31
日
火

▽��

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
場
合

　

各
納
付
月
の
25
日
（
土
日
祝
日
の
場

合
は
、
翌
営
業
日
）。
口
座
の
残
高
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

課
税
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
３
４
）、
納
税
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
３
５
）

仕
入
税
額
控
除
の
方
式
が

変
わ
り
ま
す

■保険証が８月に更新されます
　現在使用している保険証（うす緑色）の有効期限は、７月 31 日水です。保険料の滞納がある
人を除き、８月 1日木から１年間使用できる新しい保険証（うすむらさき色）を、７月下旬に簡
易書留で郵送します。８月１日以降に医療機関にかかるときは、新しい保険証（うすむらさき色）
を窓口に提示してください。
■�限度額適用 ･標準負担額減額認定証が８月に更新されます
　現在使用している限度額適用認定証（オレンジ色）や限度額適用・標準負担額減額認定証（白色）
の有効期限は、７月 31日水です。
　この２つの認定証をすでに持っている人で、令和元年度も同じように認定証を発行できる条件
の人には、８月１日木からの新しい認定証を保険証とは別に７月下旬に郵送します。
【限度額適用認定証とは】
　限度額適用認定証とは、負担割合が３割となる人の中で、所得が一定額未満の人に発行します。
入院または高額な外来診療を受ける際に医療機関窓口に提示すると、医療費の自己負担が限度額
までとなります。
【限度額適用・標準負担額減額認定証とは】
　限度額適用・標準負担額減額認定証とは、世帯全員が住民税非課税である人に発行します。入
院または高額な外来診療を受ける際に医療機関窓口に提示すると、医療費の自己負担が限度額ま
でとなり、入院時の食費・居住費の負担も減額されます。
　なお、認定証を持っていない人が交付を希望する場合は、保険年金係で申請手続きが必要です。

▽申請に必要なもの　後期高齢者医療被保険者証（保険証）・印かん
■令和元年度の保険料
　平成 30年中の所得金額と世帯状況により、保険料額を決定します。
７月中旬に郵送する「後期高齢者医療保険料額決定通知書」で確認してください。
※�世帯とは、平成 31年４月１日時点の世帯（75歳になる人、県外からの転入者などはその時点）
を基準にしています。

▽ �問い合わせ　保険年金係（☎２２３局３５３２）または、福岡県後期高齢者医療広域連合（☎
〈０９２〉６５１局３１１１）

後期高齢者医療制度被保険者の皆さんへ

広報あしや　2019.7.1⑲



洪
水
避
難
訓
練
を
行
い
ま
す

　

芦
屋
町
で
は
、
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
や
芦
屋
町
商
工
会
防
災
対
策
委
員
会
、

芦
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
力
し
、

洪
水
避
難
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

訓
練
当
日
は
、
午
前
９
時
過
ぎ
か
ら

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
訓
練
放
送
と
防

災
メ
ー
ル
ま
も
る
く
ん
の
配
信
を
行
い

ま
す
。
訓
練
参
加
予
定
者
の
皆
さ
ん
は
、

放
送
確
認
後
、
芦
屋
基
地
へ
の
避
難
訓

練
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

参
加
予
定
自
治
区　

正
門
町
区
、
第

２
緑
ヶ
丘
区
、
第
３
緑
ヶ
丘
区
、
高

浜
町
区
、
浜
口
町
区

▽�

と
き　

７
月
６
日
土
・
午
前
９
時
30

分
ご
ろ

▽�

問
い
合
わ
せ　

庶
務
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
７
２
）

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
か
ら
の

お
知
ら
せ

1
芦
屋
基
地
納
涼
祭

▽�

と
き　

７
月
24
日
水
・
午
後
５
時
30

分
～
８
時
20
分

▽�

と
こ
ろ　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

▽�

内
容　

盆
踊
り
、
売
店
の
出
店
な
ど

�

※�

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
徒
歩
か
二

輪
車
、
ま
た
は
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

行
事
内
容
は
天
候
な
ど
に
よ
り
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

中
止
の
場
合
は
、
芦
屋
基
地
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

総
務
課
総
務
班
（
☎
２
２
３
局
０
９
８

１
内
線
３
５
０
）

2
Ｃ
Ｈ

－

47
Ｊ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
体
験
搭
乗

▽�

と
き　

８
月
24
日

土
・
午
前
８
時
30
分

～
午
後
２
時
30
分

※�

航
空
機
の
運
用
上
、

日
程
を
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▽�

と
こ
ろ　

航
空
自
衛

隊
芦
屋
基
地

▽�

飛
行
時
間　

約
20
分
間

▽�

定
員　

60
人
（
小
学
生
以
上
）

※�

当
選
発
表
は
８
月
上
旬
に
通
知
し
ま
す
。

▽�
申
し
込
み　

７
月
10
日
水
～
31
日
水

（
必
着
）
に
、
往
復
は
が
き
に
郵
便
番

号
、住
所
、氏
名
（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、

電
話
番
号
、
人
数
（
１
枚
で
２
人
ま

で
。
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）
を
記

入
し
、
〒
８
０
７

－

０
１
３
３
芦
屋

町
大
字
芦
屋
１
４
５
５
番
地
１ 

航
空

自
衛
隊
芦
屋
基
地
渉
外
室
「
体
験
搭

乗
係
」
へ

▽�

問
い
合
わ
せ　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

渉
外
室
（
☎
２
２
３
局
０
９
８
１
内
線

３
４
４
）

魚
見
地
区
用
途
地
域
な
ど
の

変
更
計
画
案
に
関
す
る
法
定
縦
覧

　

山
鹿
魚
見
地
区
の
用
途
地
域
の
一
部

と
地
区
計
画
の
変
更
の
た
め
、
都
市
計

画
法
に
基
づ
き
、
計
画
案
の
縦
覧
を
行

い
ま
す
。

　

こ
の
変
更
は
、
山
鹿
魚
見
地
区
に
芦

屋
釜
製
作
工
房
が
建
設
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
も
の
で
、
こ
の
計
画
案
に

意
見
が
あ
る
人
は
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽�

縦
覧
・
意
見
書
提
出
期
間　

７
月
３

日
水
～
16
日

火
・
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５

時
15
分
（
土
日

祝
日
を
除
く
）

▽�

縦
覧
場
所
・
提

出
先　

企
画
係

（
☎
２
２
３
局

３
５
７
０
）

お
し
ら
せ

情報公開制度をご利用ください

　町では、昭和 61 年に芦屋町情報公開条例を制定し、個人
のプライバシーに関する情報などを除き、役場の所有する情
報を公開していますので、利用してください。
　なお、コピー（写し）を希望する場合は、１枚 10円です。

●平成 30 年度情報公開状況
受付場所 総務課 教育委員会 議会事務局 競艇事業局 芦屋中央病院
公　開 11 件 0件 3件 2件 0件
一部公開 11 件 0件 1件 3件 0件
期限付非公開 0 件 0件 0件 0件 0件
非公開 8件 1件 3件 1件 0件
合　計 30 件 1件 7件 6件 0件

●情報公開審査請求件数　0 件

●平成 30 年度個人情報開示状況
受付場所 総務課 教育委員会 議会事務局 競艇事業局 芦屋中央病院
開　示 2件 ０件 ０件 ０件 ０件
一部開示 0件 ０件 ０件 ０件 ０件
非開示 0件 ０件 ０件 ０件 ０件
合　計 2件 ０件 ０件 ０件 ０件

●個人情報開示審査請求件数　０件

▽問い合わせ　庶務係（☎２２３局３５７２）

マリンテラスあしや

芦屋釜の里なみかけ大橋

広報あしや　2019.7.1 ⑳



夏
の
交
通
安
全
運
動

７
月
10
日
水
～
19
日
金

　

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
た
め

に
、
県
下
一
斉
に
交
通
安
全
運
動
が
行

わ
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー

ル
や
交
通
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
の
大
切

さ
を
理
解
し
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
意
識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
！

▼�

重
点
項
目　

○
飲
酒
運
転
の
撲
滅

○�

子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確

保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

▼�

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
飲
酒
運
転　

飲
酒
運
転

は
、
重
大
な
犯
罪
で
あ
り
、
高
額
の

罰
金
、
懲
役
、
免
許
取
消
し
、
会
社

の
解
雇
な
ど
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

事
態
を
招
き
ま
す
。
自
分
は
、
も
ち

ろ
ん
家
族
や
知
人
が
飲
酒
運
転
し
な

い
よ
う
、声
か
け
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

地
域
振
興
・
交
通
係

（
☎
２
２
３
局
３
５
３
９
）

飲酒運転は絶対しない、
させない、許さない、
そして、見逃さない。

　開催期間中、タレントによるライブや予想会など、皆さんで楽しめ
るイベントを行います。家族や友人と遊びに来ませんか。
 ※入場料 100 円が必要です（20歳未満は無料）。
 ※詳しくはホームページをご覧ください。

▽ �問い合わせ　ボートレース芦屋企画宣伝係（☎２２３局０５８１）

※�メンバーは予告なく変更になる
場合もございます。

７/ 16火・17水・18木・19金・20土・21日

ＧⅡモーターボート大賞
次世代スターチャレンジバトル

第１回目（13：30 ごろ〜）　第２回目（15：00 ごろ〜）

第１回目（13：00 ごろ〜）
第２回目（14：30 ごろ〜）

【夢リアステージイベント】

【夢リアステージイベント】 【西プラザイベント】

10：00 〜 16：00

広報あしや　2019.7.1㉑



芦
屋
釜
の
里
イ
ベ
ン
ト
情
報

▽�

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

芦
屋
釜

の
里
（
☎
２
２
３
局
５
８
８
１
）

※�

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
は

休
園
で
す
。

❶
夏
限
定
、
抹
茶
ア
イ
ス

　

星
野
村
の
抹
茶
と
阿
蘇
の
ジ
ャ
ー
ジ

ー
牛
乳
を
使
っ
た
、
こ
だ
わ
り
の
味
を

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

▽�

期
間　

７
月
９
日
火
～
９
月
１
日
日

▽�

料
金　

中
学
生
以
上
５
０
０
円
、
小

学
生
３
０
０
円
、
未
就
学
児
２
０
０

円
（
入
園
料
と
ア
イ
ス
、
冷
茶
代
）

❷
夏
休
み
こ
ど
も
茶
道
寺
子
屋

　

夏
休
み
を
利
用
し
て
、
茶
道
の
お

点て
ま
え前
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と
き　

７
月
20
日
土
～
８
月
25
日
日

の
間
で
全
10
回
。
午
前
10
時
30
分
～

正
午

▽
と
こ
ろ　

芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽
内
容　

抹
茶
を
点た

て
る
点
前
の
稽け
い
こ古

と
作
法
（
裏
千
家
流
）

▽
対
象　

町
内
の
小
学
４
年
～
中
学
３

年
生

▽
定
員　

８
人 

（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
せ
ん
）

▽
参
加
費　

小
学
生
２
５
６
０
円
、
中

学
生
２
９
６
０
円

▽�

申
し
込
み　

７
月
10
日
水
・
午
後
５

時
ま
で

❸
朝
顔
呈
茶

　

夏
の
庭
園
の
風
情
を
楽
し
み
な
が
ら

抹
茶
を
一
服
い
か
が
で
す
か
。

▽�

と
き　

７
月
27
日
土
・
28
日
日
・
午

前
９
時
～
午
後
４
時
40
分

▽�

と
こ
ろ　

芦
屋
釜
の
里
立り

ゅ
う
れ
い礼

席

▽�

内
容　

立
礼
席
で
の
呈
茶
（
朝
顔
の

和
菓
子
と
抹
茶
）

※
お
点
前
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

料
金　

中
学
生
以
上
５
０
０
円
、
小

学
生
３
０
０
円
、
未
就
学
児
２
０
０

円
（
入
園
料
と
お
茶
代
）

❹
夏
休
み
こ
ど
も
鋳い
も
の物
教
室

　

芦
屋
釜
の
里
で
鋳
物
の
作
品
づ
く
り

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と
き　

７
月
28
日
日
・
午
前
10
時
～

正
午

▽
と
こ
ろ　

芦
屋
釜
の
里
交
流
館

▽
内
容　

錫す
ず

の
手
鏡
づ
く
り

▽
対
象　

小
学
４
年
～
中
学
３
年
生

▽
定
員　

８
人 

▽
参
加
費　

小
学
生
６
０
０
円
、
中
学

生
７
０
０
円
（
入
園
料
を
含
む
）

▽�

申
し
込
み　

７
月
15
日
月
・
午
後
５

時
ま
で

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
講
座

▽�

と
き　

７
月
20
日
土
・
午
後
１
時
～

３
時

▽�

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
３
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー
あ
し
や

▽�

内
容　

瓶
の
中
で
植
物
が
ゆ
ら
ゆ
ら

揺
れ
て
か
わ
い
い
植
物
標
本
、
ハ
ー

バ
リ
ウ
ム
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
す
。

▽�

対
象　

小
学
1
年
生
以
上

※�

小
学
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▽
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
費　

１
０
０
円
（
材
料
代
）

▽�

申
し
込
み　

７
月
３
日
水
～
18
日
木
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
中
央
公

民
館
（
☎
２
２
２
局
１
６
８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

 「
芦
屋
せ
ん
べ
ろ
」
開
催
中

　

お
得
な
「
芦
屋
せ
ん
べ
ろ
」
メ
ニ
ュ
ー

で
ち
ょ
い
呑
み
！
１
０
０
０
円
で
食
べ
て

飲
め
る
セ
ッ
ト
で
す
。
楽
し
み
な
が
ら
は

し
ご
し
て
、
新
し
い
お
気
に
入
り
の
お
店

を
発
見
し
ま
せ
ん
か
。

　

フ
リ
ー
参
加
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
チ

ケ
ッ
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。
20
歳
以
上
で

あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽�
開
催
期
間　

７
月
１
日
月
～
７
日
日

※�
開
催
日
や
時
間
は
そ
れ
ぞ
れ
の
店
舗

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

▽
内
容　

期
間
中
そ
れ
ぞ
れ
の
店
舗
で
特

色
の
あ
る
お
得
な
メ
ニ
ュ
ー
や
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
ま
す
。

▽
参
加
店
舗
数　

25
店

▽�

問
い
合
わ
せ　

芦
屋
町
商
工
会
（
☎
２

２
２
局
２
１
１
１
）

　

http://w
w
w
.ashiyashoko.com

夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す

　

平
日
昼
間
の
訓
練
に
加
え
て
、
次
の

日
程
で
夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す
。

【
ジ
ェ
ッ
ト
機
】

▽�

と
き　

７
月
２
日
火
・
３
日
水
・
８
日

月
・
９
日
火
・
16
日
火
・
17
日
水
の
日

没
か
ら
午
後
９
時
ご
ろ
ま
で
の
間
（
予

備
日
７
月
4
日
木
・
10
日
水
・
11
日
木
・

18
日
木
）

【
救
難
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
救
難
捜
索
機
】

　

毎
週
月
・
火
曜
日
の
日
没
か
ら
午
後

９
時
ご
ろ
ま
で
行
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
（
☎
２
２
３
局
０
９
８
１

内
線
２
５
４
）

職
業
訓
練
生
（
９
月
生
）
募
集

▽�

募
集
訓
練
科
目
・
定
員　

①
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
技
術
科
＝
20
人　

②
電
気

設
備
技
術
科
＝
20
人　

③
Ｃ
Ａ
Ｄ
も

の
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
科
＝
15
人
（
女

性
専
用
）

▽�

対
象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業

安
定
所
）
に
求
職
の
申
し
込
み
を
し
、

受
講
指
示
ま
た
は
受
講
推
薦
を
も
ら

え
る
人

お
し
ら
せ
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▽�
訓
練
期
間　

９
月
３
日
火
～
令
和
２
年

２
月
28
日
金

▽�
募
集
期
間　

７
月
１
日
月
～
８
月
19

日
月

▽�

申
し
込
み　

住
所
を
管
轄
す
る
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク

▽�

問
い
合
わ
せ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

福
岡
（
☎
６
４
１
局
６
９
０
９
）

海
の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

�

～
巡
視
船
一
般
公
開
な
ど
～

　

海
上
保
安
庁
は
、
海
難

防
止
啓
発
活
動
と
し
て
７
月

16
日
火
～
31
日
水
に
海
の

事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
い
ま
す
。
若
松
海
上
保
安

部
で
も
、
若
松
み
な
と
祭
り
に
あ
わ
せ
、

巡
視
船
の
一
般
公
開
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　

７
月
20
日
土
・
午
前
10
時
～

正
午
・
午
後
１
時
～
３
時

▽�

と
こ
ろ　

若
松
区
久
岐
の
浜
海
岸
周

辺
（
若
松
区
久
岐
の
浜
）

▽�

内
容　

巡
視
船
き
く
ち
入
港
歓
迎
式
・

一
般
公
開
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の
吊

上
救
助
訓
練
、
海
上
保
安
庁
パ
ネ
ル

展
示
な
ど

▽�

問
い
合
わ
せ　

若
松
海
上
保
安
部（
☎

７
６
１
局
２
４
９
７
）

※�

イ
ベ
ン
ト
は
、
天
候
の
状
況
や
公
務

な
ど
で
変
更
、
ま
た
は
中
止
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
会
場
に
は
駐

車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

遠
賀
川
物
語
③

古
代
の
遠
賀
川

　

日
本
で
は
中
国
の
唐と

う

に
な
ら
っ
て
、
律り

つ

令り
ょ
う（

※
１
）に
基
づ
く
新
し
い
中
央
集
権
政

治
が
整
い
つ
つ
あ
っ
た
時
代
。
大
化
の
改

新
後
、
蘇そ

が

し
我
氏
が
勢
い
を
失
い
、
中な

か
の
お
お
え
の

大
兄

皇お

う

じ子
と
中な

か
と
み
の
か
ま
た
り

臣
鎌
足
が
政
治
を
主
導
し
た

斉さ
い
め
い明
天
皇
の
頃
、
朝
鮮
半
島
で
は
斉
明
６

（
６
６
０
）
年
に
、
百く

だ

ら済
が
新し

ら

ぎ羅
と
唐
の

連
合
軍
に
滅
ぼ
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
天
智
２
（
６
６
３
）
年
に
日

本
は
友
好
国
の
百
済
救
援
の
軍
隊
を
派

遣
し
ま
す
が
、
朝
鮮
半
島
西
部
の
白は
く
す
き
の
え

村
江

の
海
戦
で
唐
・
新
羅
の
水
軍
に
大
敗
北

し
、
日
本
は
百
済
の
亡
命
者
を
連
れ
て
引

き
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
敗
戦
の
結
果
、
日
本
は
唐
・
新
羅

に
対
す
る
防
衛
体
制
の
強
化
を
緊
急
の

課
題
と
し
ま
し
た
。
天
智
３
（
６
６
４
）

年
に
ま
ず
対
馬
・
壱
岐
・
筑
紫
に
防さ

き
も
り人

（
防
衛
の
た
め
の
兵
士
）
と
烽と

ぶ
ひ

（
※
２
）
を

置
く
と
と
も
に
駅え

き
で
ん
せ
い

伝
制
（
古
代
の
交
通
・

通
信
制
度
）
を
布し

き
、
筑
紫
に
水み

ず
き城
を
築

き
、
翌
天
智
４
（
６
６
５
）
年
に
は
、
大

野
城
、
基き

い肄
城
を
築
城
し
ま
し
た
。
同
時

に
そ
れ
ま
で
那な

の
津つ

ぐ

ち口
に
あ
っ
た
官か

ん

が衙

は
内
陸
に
移
さ
れ
、
大
宰
府
が
成
立
し
ま

し
た
。
水
城
、
大
野
城
、
基
肄
城
の
築
城

に
は
百
済
か
ら
亡
命
し
た
人
々
が
深
く

関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

国
家
と
し
て
の
非
常
時
に
、
斉
明
天
皇

や
中
大
兄
皇
子
は
、
朝
廷
そ
の
も
の
を
前

線
で
あ
る
筑
紫
の
国
へ
移
動
さ
せ
ま
す
。

朝
倉
市
に
そ
の
碑
が
遺の
こ

る
、
橘

た
ち
ば
な
の
ひ
ろ
に
わ
の
み
や

広
庭
宮

が
そ
れ
で
す
。
と
こ
ろ
が
２
カ
月
も
た
た

ぬ
う
ち
に
斉
明
天
皇
自
身
が
亡
く
な
り

ま
す
。
皇
太
子
で
あ
っ
た
中
大
兄
皇
子
は

菩ぼ

だ

い提
を
弔
う
た
め
観か

ん

ぜ

お

ん

じ

世
音
寺
の
建
立
を

命
じ
ま
す
。
そ
し
て
寺
領
、塩
焼
山（
塩
を

焼
く
と
き
に
使
う
木
材
を
切
り
出
す
山
）

と
し
て
、
遠
賀
郡
山
鹿
島
東
山
が
大
宝
３

（
７
０
３
）
年
に
施せ

に
ゅ
う入
（
寺
社
に
財
物
を

献
上
す
る
こ
と
）
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
鹿

か
ら
洞
海
湾
ま
で
流
れ
る
江
川
は
、
近
世

ま
で
は
も
っ
と
川
幅
が
広
く
、
若
松
区
に

島
郷
と
い
う
地
名
が
残
る
よ
う
に
、
そ
れ

は
１
個
の
島
を
成
し
て
い
ま
し
た
。
山
鹿

島
と
い
う
の
は
こ
の
島
に
名
づ
け
ら
れ

た
名
称
で
す
。
こ
の
山
鹿
島
東
部
の
山
林

が
塩
焼
山
と
し
て
観
世
音
寺
に
施
入
さ

れ
た
わ
け
で
す
。
山
鹿
島
沿
岸
で
製
塩
が

盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
言

え
ま
す
。

　

芦
屋
町
字あ

ざ
つ
き
の
き

月
軒
の
、
航
空
自
衛
隊
芦

屋
基
地
滑
走
路
の
ち
ょ
う
ど
延
長
線
上

で
、
競
艇
場
の
東
側
、
県
道
浜
口
遠
賀
線

に
接
す
る
所
に
、
常
緑
の
樹
林
に
囲
ま
れ

た
、
周
囲
２
０
０

ｍ
ほ
ど
の
低
い
丘

が
あ
り
ま
す
。
古

来
古ふ

る
が
わ
ら瓦
類
が
出

土
す
る
こ
と
か

ら
「
長
者
屋
敷
跡
」
の
伝
説
を
生
み
、
ま

た
基
礎
石
の
存
在
か
ら
、
こ
こ
が
古
代
の

遺
構
で
は
な
い
か
と
し
て
、
月
軒
遺
跡
の

名
で
研
究
者
の
注
目
を
引
い
て
い
ま
し

た
。
寺
院
で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
あ
り

ま
し
た
が
、
近
年
は
駅う

ま
や

（
※
３
）
で
は
な

い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
立
地
的
に

は
、
古
代
の
遠
賀
川
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た

流
れ
が
こ
の
あ
た
り
の
低
地
を
覆
い
、
月

軒
の
丘
は
そ
の
水
面
に
岬
と
し
て
突
出

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
馬
だ
け
で
な

く
遠
賀
川
を
渡
る
船
も
管
理
し
て
い
た

水み
ず
え
き駅
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
情
報
の
ハ
イ

ウ
ェ
イ
と
し
て
設
定
さ
れ
た
駅
伝
制
は
、

幸
い
な
こ
と
に
異
国
の
襲
来
を
い
ち
早

く
中
央
に
知
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
律
令
制

の
衰
退
と
と
も
に
終
し
ゅ
う
え
ん焉
を
迎
え
ま
し
た
。

（
※
１
）
古
代
国
家
の
法
体
系
。
律
は
刑
罰
、令

は
政
治
経
済
な
ど
一
般
行
政
に
関
す
る
規
定

（
※
２
）
外
敵
の
襲
来
な
ど
の
変
事
を
都
に
知

ら
せ
る
た
め
の
設
備
（
※
３
）
都
か
ら
諸
国
に

至
る
街
道
に
沿
っ
て
、
一
定
間
隔
で
人
・
馬
な

ど
を
常
備
し
た
施
設

�

（
芦
屋
歴
史
の
里
） ▷ �月軒遺跡（昭和 20 年代）

紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
二
百
七
十
八
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